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［
来
歴
と
概
要
］
高
知
出
身
の
植
物
学
者
、
牧
野
富
太
郎
二
八
六

三
～
一
九
五
七
）
の
蔵
書
を
収
め
る
。
高
知
市
東
郊
外
に
中
国
仏
教

の
霊
場
、
山
西
省
五
台
山
の
名
に
因
む
と
い
う
五
台
山
が
あ
り
、
そ

の
頂
上
近
く
の
開
け
た
谷
あ
い
に
高
知
県
立
牧
野
植
物
園
が
開
設
さ

れ
た
の
は
昭
和
三
十
三
年
の
こ
と
。
牧
野
氏
が
九
六
歳
の
天
寿
を
全

う
し
た
翌
年
だ
っ
た
。
同
年
に
は
東
京
練
馬
大
泉
の
牧
野
旧
邸
も
、

練
馬
区
立
牧
野
記
念
庭
園
と
し
て
一
般
公
開
さ
れ
て
い
る
。

氏
が
終
生
集
め
た
害
は
約
四
万
五
千
点
と
い
う
彪
大
さ
で
、
昭
和

三
十
五
年
に
牧
野
家
よ
り
蔵
書
の
す
べ
て
が
高
知
県
に
寄
贈
さ
れ

た
。
同
三
十
八
年
に
は
牧
野
植
物
園
内
に
牧
野
文
庫
が
開
設
さ
れ
、

同
六
十
三
年
に
全
蔵
書
目
録
も
完
成
し
た
。
そ
の
和
漢
害
目
録
を
見

る
と
、
も
ち
ろ
ん
本
草
博
物
害
が
充
実
し
て
い
る
。
同
一
害
の
別
版

ば
か
り
か
、
刷
り
元
が
違
う
同
版
本
も
多
い
。
和
漢
洋
の
本
草
博
物

害
で
は
、
恐
ら
く
質
量
と
も
に
大
阪
の
杏
雨
書
屋
に
次
ぐ
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。
例
え
ば
飯
沼
慾
斎
の
『
草
本
図
説
木
部
」
の
自
筆
稿
本
、

ホ
ッ
タ
イ
ン
の
「
リ
ン
ネ
の
博
物
誌
」
、
ケ
ン
ペ
ル
の
『
廻
国
奇
観
』

な
ど
世
界
的
に
も
貴
重
な
書
物
を
は
じ
め
、
植
物
学
上
欠
く
こ
と
の

で
き
な
い
も
の
や
和
漢
の
本
草
書
、
中
世
の
字
典
書
類
や
文
学
害
な

ど
様
々
な
分
野
の
貴
重
本
が
多
い
。

高
知
県
立
牧
野
植
物
園
牧
野
文
庫

文
庫
め
ぐ
り
一
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世
界
で
当
文
庫
唯
一
の
蔵
害
と
い
え
ば
、
清
末
・
呉
其
溶
の
道
光

二
十
八
年
（
一
八
四
八
）
序
刊
『
植
物
名
実
図
考
』
三
八
巻
と
『
同

長
編
』
一
三
巻
の
初
版
が
二
点
も
あ
る
・
両
書
は
薬
草
の
み
な
ら
ず
、

植
物
全
般
を
対
象
と
し
た
中
国
初
の
本
草
書
と
し
て
名
高
い
。
「
図

考
」
に
は
実
物
に
接
し
て
描
い
た
、
か
っ
て
中
国
本
草
に
な
か
っ
た

写
実
図
も
あ
る
。
幕
末
～
明
治
の
植
物
学
者
・
伊
藤
圭
介
は
こ
れ
を

高
く
評
価
し
、
植
物
に
和
名
を
あ
て
て
復
刻
。
の
ち
伊
藤
本
が
中
国

で
再
復
刻
さ
れ
、
書
物
を
介
し
た
日
中
交
流
の
一
典
型
と
な
っ
た
。

［
蔵
書
目
録
］
『
牧
野
文
庫
蔵
書
目
録
（
洋
書
の
部
匡
、
高
知
県
立
牧

野
植
物
園
編
、
一
九
八
○
。
「
同
（
邦
文
図
書
の
部
）
』
、
同
上
編
、
一

九
八
二
。
「
同
（
和
書
・
漢
籍
の
部
匡
、
同
上
編
、
一
九
八
五
。
「
同

（
論
文
．
逐
次
刊
行
物
等
の
部
）
』
、
同
上
編
、
一
九
八
八
。

［
所
在
地
］
〒
七
八
○
’
八
二
一
五
高
知
県
高
知
市
五
台
山
四
二

○
○
’
六
電
話
○
八
八
’
八
八
二
’
二
六
○
一
・
車
で
高
知
駅
か

ら
約
二
五
分
、
高
知
空
港
か
ら
約
三
○
分
、
土
電
バ
ス
で
は
り
ま
や

橋
か
ら
二
○
分
牧
野
植
物
園
前
下
車
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
冨
召
茎
言
言
君
．
ョ
四
富
国
○
・
○
昌
叉

［
利
用
法
］
文
庫
は
一
般
開
放
で
は
な
い
の
で
、
閲
覧
・
複
写
等
希

望
害
の
事
前
連
絡
が
必
要
。
開
園
時
間
恥
九
時
～
一
七
時
休
園

日
叫
月
曜
日
・
年
末
年
始
。
入
園
料
一
般
恥
五
○
○
円

（
真
柳
誠
）


